弁護士会等強制加入団体における構成員の思想・信条の自由をめぐる司法消極主義と積極主義（3・完） by 中谷 実




























{う r (z¥先日、信条のElf討をと考慮、して)目的の総間外j アブローチ
111 
























































































(3) H -8.12.3 (:群馬可(特別負担金決議)/債務不存在確認〉前橋地判平成









































































































































































































7) 渡辺・前/1(i荷額主義I!i)β タイブ(三.) 1ヨfIせの総i現内Jアブローチjj:1) 36 JL 




















(1) S-61. 2.13 (南九税(特別会費決議)/(a)納入義務不存在確認， (ε)損
害賠償〉熊本地平日昭和 61年 2月 13E3 (ふすでに述べたように， (< 




























































S-6l. 2. 13 (南九税(特別会費決議)/(乱)納入義務不存在確認， (ε)損害賠





















































































れかねない処分{玄関巡しえたでわろう j とし， i Jj反伎は多大の紛争!J1Yg=;5:痛をと絞った
ものというべくふ?被告はお{台{こt-tし，お不法行為に基づく JI叡:さそ賠償する21
{壬がある d とする
2) 野俊泰司・ジュリ続的88i号 13-14J[ (l98i) ， 























からである j(同村手1之・判詳 332げ叩i寺12(H) ひ23-241立(1986))等のコメン
トがある c









































































































1) 森泉三2 ・ L'I;i!Hì:l;争f~ ，tg 111巻6-7:}ふり6i頁(1995)。











判昭和 38今:4 fj5日判i待330号 29交を八綴 1主義，t!Ji!尚'1ぜ昭和 41i]o1f=J31日刊1寺433
fJ・9J2r~八鱗 H祭， ii主大判昭和 45if 6 n 24日民集 24巻 6+子625J主を八橋最高殺とよ
ぶ)，労働組合の統舗権に関する美l唄炭鉱事件2)(以下， {'L続土自殺s，l.沢支判昭和 36
1手9f=1 25 I:I}fU tí~ 22巻 13号 1453廷を?美l'!lYき，宇し綴高利IlHu38:fj三31'126 Iこi料符 333号
5交をf炎I奴2祭，最大判昭和 43ij: 12月41:1 ifU* 22之さ 13サ 14251三It:尖i政治t，5おととよ
ぶ入国労広島地本事件3)(以孔広島地判昭和 42il: 2月20臼利時486←号 i2交を淘労
l主義，広}ihit15判問者148il' 1 f125日'1司1I年ilO号1021主計主1労r2議，I{~ 3、l'IJ1I71手[150年 lf1







































(p) 南九説最高裁 S-61. 2. 13 (FvJ九税(特別会費決議)/(a)納入義務
不存f正確認， (e)損害賠償〉熊本地平IJは， ((際極主義1))(→ I(思想信条の自
由守考慮して)自的の範囲外j アプローチ，もしくは， ((積極主義I))(ニ)
f目的の組閣内/(移lif呈して)思想信条侵害あり j アブローチを用いたが， 2 
審 H-4.4.24(詞九税(特出会資決議)/(a)納入義務不得在lim認， (ε) 
歯〉福間高判{ま， ((消極主義 ll) (ニ)I目的の範間内/(衡;註して)思想、信条侵
なし」アプローチミナ用い，反対の結論となった。 H-8.3.19 (南九税(特別
会費決議)/ (a)納入義務不存在確認， (ε)損害賠償〉最 3'問(以 f，i初 L税段高
裁とよぶ)は， ((積掻主義1))(→ r(思想、信条の自由主?考慮して)目的の範区i

































(ハ) 呂弁連最高裁 H-4.1. 30 <自弁連(法案反対決議)/決議無効確
東京地判， H-4.12.21 <日弁連(法案反対決議)/決議無効確認〉東京高判
は， (<返主義1))に類研jされる「確認の利益，訴えの刊誌がないゆえ，不適
法な訴えとして却下j アブローチ伝用いた。 H-10.3.13 <日弁連(法案反対決
/決議無効確認〉最2判は，持も述べず、{こ原審を肯定している会同じよう
に， H-10.3.13 <自弁連(法案反対決議)/護ll:， 摂害賠償〉最2判は， <0肖甑












































































(ロ) i主自すべきは， H-l.8.30 (大仮税(特別会費決議)/会費返還〉大阪
































これに1I付帯する夜祭J~己目的とするところ， 1司会主Lの代表以締役 2人が，昭和 35
'(f: 3月 14[1，河会社を了代表して， 自治氏主党{こ政治資金 3507:Ifl] z待~H したc 例
会社の株主で、わる原告が， 1司会社に対し，本('f二行為(こっき，代表取締役lこ対して取
締役としての立任を追及する訴えを提起すべきことそ訴求したが， 1句会社は訴えを
提起しなかったc そニで， !Jほ #i'ま，代表以締役~!jî名のお行為:ふ会社の定ジ:ï9í'定の










































3) 日本陸i手i主巡の総長{こよって結成された法人たる単一労働組合である駁告が， refl 
ßJ~広おlJ(滋潔局管内;こ勤務する|歪l鉄総長であった被告(原告組合の組合員として
広島地方本部JljL狭支部{こ所属していたが校j訟に対し未払いのー絞級合'(:1と芸品終














であるとし.支払いの義務はないとしたっ íiドオミ 1，j~1 4J，資会J ， "管潔所闘争資金ふ
じぶ免カンパj については， fこれらの闘争が!京ぞきlefl鉄労組の臼約の総関内であj
1)， たとえif等々 の!おi争方法の一部{こ途j去のぶがあったとしても‘それを?もって夜































































る(隊l表では， ~l '!lJìあお裁をふ《消極主義 III)) (二)代目的の給路内)!(衡澄して)
思想信条侵答なしj アプローチと， ((絞綴主義1))(コ?釘的の範関内!(護者設して)










































11) ILi E ' f潟市在僚主i主義 0)(ー.)f (窓、怒信条の!'1E!l合考慮して)倒的の純矧外j ア
ブローチit10) 17賞。
12) 泌さfi・前tH((ìi~ 僚主義Il))口タイプ(…) flJ約の総[例外jアブローチ注 2)i]ミiょj、
下G 教授は， lf~ .I.ち可 1，む:主主!との論理念支持する。
13) I期間言弘・法主主269冷幻覚 (2003)0










いj，総合の f絞秘処分の内容が必要の限度を超えないかぎち許さるべきj とし， 1 
三菱で有罪とされた者 ~!n~苦手とする。 4思想信条についての言及はないさ
15) ある論者{ふ三好長右足意見と溺九税絞高波{fJ:七絞し，弱者は基本的{こは f同滋































し統制僚を手当するjが， f労働組合が行使し 1~}べ念総合良{こ対する統fljlj 燦{こは，





動に対する組合の統制IJt祭のもつJ性格と立候郊のぞfF!I の ill~1t とを十分考隠する
必要がある J と述べ，一斉lí -5:徐 fF ，原判決 ~e破棄し，干し線高設にj乏し戻したc







れることになる c その際，…絞論としては， f ìtミ人の総神的 f~1 Etly{{j，たとえば政治
約行為の1=ljおについても，法人のもつ医大な経済的・社会約な実力';f考{者、{こ入れる





ぶ絞のために.ち号fJ:Wニ対j して fきi然{こもっJ 統制tif1(紀fil僚はj と忠、怒、信条
の対立となる。 r句協和1，とiDl付ょの人権主張;f主的Jlj者間rnm・;'Ef，奇型l之総内通日古稀









るふ了したがって， IJIí字決浴による構成長りよUH信条の I~I!J 佼itの問題も，おに
ー絞的lこ述べたところを?‘ 5隠J-5: n遺体3と，れ去jをプ nヨl体決定j と， そして，
n翼民J-5:そのtNipy.i~l Jと読み終えて，基本的にそのままあてはめてよい(i市







し，目的 l段階アブローチ{f~1: iJ廷する。もっとも，教授の場合司 s司体の目的の綴僚









において滋法判断が内夜していると怠われる 3 なお，送法判断 ~*flみ込まない l 段
階の目的アプローチについて:ふ河内・iIIjtIl主治lW~主義][ì)口タイプ(ー)目的の
総v.H外j アブローチii:3)参照c
20) お矯・前!l¥i:l:18) 11 I立。教授は，本総で対象{こしたゴド任之江:間体の均合、 f[立Ii本が
rY~f本的得手iヨとして総Ij)(t;llこ先行し，主主!J)(fJ の手l 災対'')ミ{t'認めず，構成長を
トータ/レ:ニ取ち込み，も育成長は[f治ょのの手段{二段められJやすいことをと綴摘
する
14守
